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Abstract
Hyaluronic acid （HA） is an important material used not only for cosmetic but also for medical and food applications. 

HA is obtained commercially from rooster combs or from fermentation of groups A and C streptococci. In a previous study, 
we found that Streptococcus thermophilus YIT 2084, a strain isolated from a dairy food product, produces HA from skim 
milk. We have also optimized HA production by investigating the fermentation condition and constructing recombinant 
strains. In the present study, application of fermentation supernatant of S. thermophilus YIT 2084 wild type as a cosmetic in-
gredient was examined. This supernatant possessed a skin moisturizing effect and a protective effect against cell damage 
caused by reactive oxygen species. Thus, this supernatant was found to have potential value as a cosmetic ingredient.
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1.　緒　　　言

ヒアルロン酸 （HA） はD-グルクロン酸 （GlcA） とD-N-
アセチルグルコサミン （GlcNAc） が交互に繰り返し結合
したユニットが直鎖状につながった多糖である 1）。生体
内では，関節，臍帯，眼のガラス体，細胞外マトリック
スに含まれ，特に，その約半分は皮膚に存在するとされ
ている 2）。粘性や水分保持能に優れ，医薬品，化粧品，
食品分野で広く利用されており，その市場規模は世界で
10億ドルを超えると見積もられている 3）。現在，HAは
鶏冠からの抽出法や，Streptococcus equi subsp. zooepi-
demicusなどの食経験のない微生物による発酵法によっ
て製造されているが，より安全な生物資源を用いた生産
が求められている 4）。そのような中で，われわれは食経
験が豊富なStreptococcus thermophilusがHAを産生する
ことを見いだし 5），生産方法の確立および応用を目指し
て研究を行ってきた。本菌を用いたHA生産において，
培地および培養条件の検討を行った結果，大豆タンパク
質由来オリゴペプチド（ハイニュートDH）1%を含む
10%スキムミルクを培地とし，pH 6.8，温度40℃，100 
rpm，通気なしで培養することにより約200 mg/lの最終
生産濃度を達成した 6）。さらに，HA合成関連遺伝子で

あるHAシンターゼおよびウリジル二リン酸 （UDP）–グ
ルコースデヒドロゲナーゼをS. thermophilus YIT 2084か
らクローニングし，同株に導入，発現させることによ
り，約1,200 mg/lのHA最終生産濃度を達成し 7），本菌を
用いたHA生産法を確立した。
ここでは，本菌の野生株が産生するHAを含む培養上

清を化粧品素材として応用すべく，保湿効果および活性
酸素による細胞障害抑制効果について検討を行った。
皮膚が健康な状態を保つためには，角層の水分が深く
関係している。皮膚の保湿は化粧品にとって重要な機能
の一つであり，これまでさまざまな保湿剤が開発されて
きた。例として，天然保湿因子（Natural Moisturizing 
Factor; NMF）を構成する成分や，多価アルコール，高
分子保湿剤などが挙げられる 8）。また，紫外線照射や喫
煙などによって生じる活性酸素 （Reactive Oxygen Species; 
ROS）は直接細胞に障害を与えるほか，シグナル伝達物
質として働き，皮膚の老化や，細胞のがん化，免疫のバ
ランスの崩れを引き起こすと考えられており 9）, 10），ROS
による障害から細胞を守ることは化粧品素材としての重
要な機能と考えられる。高分子HAには，自らが分解さ
れることによってラジカルを消去する働きが報告されて
おり 11），水分保持や弾力性の付与だけでなくROSから

日本香粧品学会誌　Vol. 36, No. 2, pp. 87–92 （2012）

 * （株）ヤクルト本社中央研究所
  〒186–8650 東京都国立市谷保1796
  連絡先E-mail: naoki-izawa@yakult.co.jp

 *   Yakult Central Institute for Microbiological Research（1796 Yaho, 
Kunitachi, Tokyo 186–8650, Japan）


